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Video Retrieval System for Diet Deliberations and its Experimental Application 
 
Summary 
This paper offers an overview of the video retrieval system we have developed for the 
Japanese Diet, and suggests its application to experimental studies to unmask the ideological 
position of speakers. By using sound recognition techniques to match up the Diet proceedings 
and deliberation videos, our system allows one to retrieve the moment of video feeds he or she 
is interested in, visually understand the flow of parliamentary debates, and check the facial 
expression and body language of speakers.  In this paper, we describe how our video 
retrieval system works, and demonstrate the utility of our system for experimental studies 
by showing how visual and text information can contribute to better understand 



















































聴を可能にする「国会審議映像検索システム」は，2012年 11月 26 日から一般公開され，2014





















                                                  
2 国会審議映像検索システムについては，これまでも国内外の学会や専門誌で紹介している．
Masuyama (2012, 2016, 2018a, 2018b)，増山（2016a, 2016b, 2017a, 2017b, 2018），増山・竹田（2012, 


































































図 4 国会審議映像検索システムのトップページ 
 


















発言の出現回数の多い発言者 5名および 10会議による絞り込みメニューが表示される．  

























































を通じて審議映像をインターネットで容易に共有することができる．2018 年 1 月の機能拡張に
より，URLを発言 IDから時分秒表示に変更し，審議映像の開始だけでなく，終了も設定できる
ようになっている． 





図 7 フリップ検索結果 
 
















































12 この節は増山（2017a，2018），Masuyama (2018b)に基づいている． 
11 
 
一回目のアンケート調査は 2017年 6~7 月に実施し13，前年の常会である第 190回国会における





1から 10までを選べる 10個の選択ボタンを示し， 
イデオロギー位置を 1～10 の数値で評価してください．1 が最も左翼的な立場であり，10
が最も右翼的な立場です． 
としている．この回答に加えて，学籍番号の記入も求めている． 






                                                   

















図 10 審議映像の冒頭部分① 
 




























アンケートの実施は 2017 年 6 月 16 日の講義の際に通知され，当日から 7 月 27 日までの 43
日間において回答を受け付けた．有効回答総数は 330であり，履修者総数に占める割合は 57.6％
であった．有効回答数のうち，会議録 179（54.2％），映像 151（45.8％）であり，また与党会議






回答者数 平均 標準偏差 最小 最大 
会議録 谷垣 87 5.90 1.84 2 9  
 岡田 92 4.83 2.01 1 10  
映像 谷垣 76 5.38 1.71 2 8  
 岡田 75 5.36 1.65 2 8  
平均値の差 t検定 〔分散 F検定〕 
会議録 3.715 (0.000) 〔 0.836 (0.402) 〕 










回答の平均値は，会議録を読む場合，谷垣 5.90，岡田 4.83 であり，この差は統計的に有意なも




























図 14 審議映像の冒頭部分③ 
 
図 15 審議映像の冒頭部分④ 
 
                                                   








移する．アンケートの実施は 2017年 11月 17日の講義の際に通知され，当日から 12月 22日ま
での 36 日間において回答を受け付けた．有効回答総数は 222 であり，履修者総数に占める割合
は 42.8％であった．有効回答数のうち，字幕 102（45.9％），映像 120（54.1％）であり，また与
党字幕 47（21.2％），野党字幕 55（24.8％），与党映像 52（23.4％），野党映像 68（30.6％）の
内訳であった． 
 
表 2 国会議員のイデオロギー位置集計② 
 
 
回答者数 平均 標準偏差 最小 最大 
字幕 二階 47 6.26 1.84 3 10  
 野田 55 5.53 1.99 1 10  
映像 二階 52 5.52 1.90 2 10  
 野田 68 5.25 1.78 2 8  
平均値の差 t検定 〔分散 F検定〕 
字幕 1.909 (0.059) 〔 0.851 (0.578) 〕 





































                                                  









（48.1％），野田字幕 108（51.9％），谷垣字幕 113（49.8％），岡田字幕 114（50.2％）の内訳で
あった． 
 
表 3 国会議員のイデオロギー位置集計③ 
 
 
回答者数 平均 標準偏差 最小 最大 
2016 谷垣 113 5.71 2.04 1 9  
 岡田 114 4.59 2.02 1 9  
2017 二階 100 5.71 1.98 1 9  
 野田 108 4.94 1.96 2 9  
平均値の差 t検定 〔分散 F検定〕 
2016 4.158 (0.000) 〔 1.026 (0.892) 〕 
2017 2.835 (0.005) 〔 1.013 (0.947) 〕 
※ 等分散を仮定した両側検定 
調査結果は，これまでの文字情報において政治的姿勢の違いを認識させる作用のあることを確
認するものである．図 18は上段に 2016年の代表質問，下段に 2017年の代表質問，左側に与党，
右側に野党に対する 10 段階の回答割合の分布を示している（1：左翼，10：右翼）．これまでの
二回の調査結果と整合的なものであり，表 3 に示すように，回答の平均値は，2017 年の場合，
20 
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九回（39 40 41 42 43 44 45 46 47）  
 
 
付録 3 
安倍政権は、日本外交の格と評価を上げております。Ｇ７やＧ20においても日本のプレゼンス
が高まっており、礎となっている我が国の政治の安定性が各国からこれほどまで評価をされてい
るときはないのであります。 
 総理は、先週、フィリピン、オーストラリア、インドネシア、ベトナムの四カ国を訪問され、
各国との連携を強化してまいりました。世界を俯瞰する外交は五年目を迎え、成功例として世界
25 
 
の注目を集め続けております。今回の外国訪問の成果を総理にお伺いをします。 
 世界の首脳に先駆け、大統領選直後のトランプ氏にニューヨークで早速お会いになったことは、
お二人の信頼関係を構築する上で大きな一歩になったことは間違いありません。我が国も……
（発言する者あり）野党も行ってやってくればいいじゃない。我が国も、今後多くの議員を派遣
し、さまざまなレベルでのチャンネルを広げ、日米関係の深化に力を尽くしてまいります。 
 総理は、近いうちにトランプ大統領と首脳会談に臨まれますが、日米関係を希望の同盟として
これまで以上に発展させることの御決意についてお伺いをいたします。 
 外交は、両国がウイン・ウインの関係でないとうまくいかないことは誰でも承知のとおりで、
その点で、韓国は大変難しい国だというのが今率直な感想であります。 
 釜山総領事館前の市民団体による慰安婦像の設置は、ウィーン条約に照らして問題があり、看
過した韓国政府の国際的な評価を低下させています。一昨年の日韓合意はしっかりと守ってもら
いたいと強くこの際申し上げておきたいと思います。 
 しかし、こうした時期だからこそ、私たちの方から交流を絶やすことをしてはならないと思い
ます。政府間の交渉は当然のこと、党は、人的交流を通じ、交流を進めてまいりたいと存じます。 
 日中関係は、ことし国交正常化四十五周年、来年は平和友好条約四十周年の節目の年でありま
す。さまざまな分野で相互理解を進めるよいチャンスだと考えております。党として、防災、環
境、観光、青少年交流など、より一層進めてまいりたいと思います。 
 日ロ関係は、先般のプーチン大統領との首脳会談を踏まえ、今後とも粘り強く交渉していくこ
とが必要であります。日ロ会談について、総理の御決意を改めて伺っておきたいと思います。 
 外交は、相手の国との波長を合わせることが何よりも重要であります。私は、木を植え、種を
まき、井戸を掘ることを旨とする外交に今日までいささか努力を続けてまいりましたが、幹と根
のしっかりした大木に育つことには、長い間の時間が必要であります。 
 安倍総理の外交はまさにそうした観点から行われているものであり、今後とも、短期的な視野
に陥ることなく、長い目で見て両国によい影響を及ぼすよう努めていただきたいと存じます。 
 
 
付録 4 
 安倍総理も地球儀を俯瞰する外交を標榜されています。その言葉やよしですが、実際の行動に
はさまざまな疑問を呈さなければなりません。 
 パリ協定の安倍政権の怠慢による批准のおくれは、未来への責任を果たし切れていない典型例
です。国会審議ではＴＰＰを最優先にして、その成立に血道を上げる一方で、パリ協定に対する
米国、中国、ＥＵ、インドなどの対応を完全に見誤りました。京都議定書など、これまで環境問
題で世界をリードしてきた日本外交の、まさに大失態です。 
 なぜこのような失態に至ったのか、政府として、つぶさに検証したのでしょうか。主要各国の
対応を読み違えるなど、あってはならないことです。地球儀をぽかんと眺めるだけで、真に地球
を俯瞰していなかったのではないでしょうか。改めて総理に問います。 
 また、安倍総理は、就任以来、延べ百十カ国を訪問し、数々の経済協力の約束も行ってきまし
た。先日もフィリピンで一兆円に及ぶ協力を約束したと報じられています。 
26 
 
 安倍総理就任以来の経済支援の表明総額は、官民合わせて、およそ五十四兆円に及ぶと聞きま
す。積極的な首脳外交を否定はしませんが、問題は、安倍総理のこうした外交による経済協力に
ついて、どのような理念を持って行い、どのような成果が上がっているかです。 
 この巨額の経済支援に対し、どれほど日本の国益にかなったと具体的に認識しているでしょう
か。安倍総理の地球儀を俯瞰する外交の自己検証について、安倍総理に問います。 
 人類が獲得した第三の英知、それは、お互いの間の紛争をルールに基づいて理性的に処理する
という作法です。 
 言葉を得て、知恵を育んできた人類でさえ、近代に至ってもなお、お互いのいさかいをおさめ
られず、最終的には力で解決するという誘惑にさいなまれました。一方で、それを乗り越え、理
性によって冷静に紛争解決するすべも育みました。それが法の支配です。 
 国民と国家の平和と安全を守ること、国の主権、領土、領海、領空を守ることは、国家として
の当然の責務です。一方、国際社会が直面する問題は複雑化しており、国家間の緊張が高まる事
態も生じているのも現実です。そうしたときこそ、世界の平和と安定、繁栄の基礎となる法の支
配はさらに確立すべきです。法の支配にのっとって、平和的に解決していくことを実践していか
なければなりません。 
 しかし、安倍総理は、この英知を十分に理解し、果たしているでしょうか。総理も常々、法の
支配の重要性を強調されます。しかし、我が国を取り巻く状況を考えると、事態は深刻と言わざ
るを得ません。 
 そこで、日米関係についてお聞きします。 
 米国時間の二十日、トランプ新大統領が正式に就任しました。就任演説でトランプ新大統領は、
アメリカ・ファースト、米国第一主義を全面的に押し出してくる姿勢を明確にし、今後さまざま
な分野で大きな政策転換が行われると思われます。 
 米国の政策の変化は、世界の政治経済情勢に確実に大きな影響を与えます。我が国は、このト
ランプ新政権にどう向き合っていくべきか、就任演説やその後の新政権の動きについて、総理の
御所感をまずお聞かせください。 
